
 

 

 

 

 

 

 

 「本物の伝統」を築く！ 
                   校長 井上 勝文 

１１月に入り、ますます寒い日が増えてきます。１１月７日は「立冬」で、暦の上では冬

の始まりとなります。風邪をひかないよう、新型コロナ・インフルエンザの同時流行にも気を配り、健康管

理に注意していきましょう。先月、福井県にある永平寺で、次のような言葉と出会いました。 

 

    「知る」ということと 「わかる」こととは違う 

      知っていても 実行されなければ わかったことにはならない という言葉です。 

 

その言葉を見て、人間の脳の話を思い出しました。「脳」は、とても不器用な器官で、「入力すること」と

「記憶すること」を同時に行うことができない器官なんだそうです。脳は、「入力」よりも「出力」を重視

していて、思い出して使おうとしない情報は、どんどん消し去っていくそうです。 

だから、一度学んだことを復習し、ワークや問題集などで再度思い出しながら、アウトプットさせること

が大切となるわけです。この比率には「黄金比」というものがあり、インプット３に対し、アウトプット７

という比率です。授業で学んだ「知ったこと」を使い、ワークや問題集に取り組む等の実行が「わかること」

に繋がるのです。 

さて、一ヶ月前に石川県教育委員会とかほく市教育委員会から、多くのお客様が学校訪問で来校されまし

た。嬉
う れ

しいことに、生徒たちの授業中の集中力や、頑張っているところをたくさん褒
ほ

めていかれました。ま

た、「あいさつ日本一」を目標とした挨拶の質は、県内一のレベルだ 

との評価もいただきました。（地域での挨拶はまだまだですが…） 

さらに、玄関の踵
かかと

そろえの状態も感心して見ていかれました。 

現在、廊下で多くの生徒たちに出会うと、みんな元気な声で挨拶を 

してくれ、嬉しい気持ちになります。ちょっと距離が遠いかなと思っ 

たら、しっかり会釈をしてくれます。まさに、「あいさつ日本一」が 

伝統となる学校に近づいている気がしています。 

本物の伝統とは、しっかり根付いたものであって、簡単に廃
すた

れたり、時間がたっても落ち込んでいかない

もののことを言います。「あいさつ」や「無言清掃」、「踵そろえ」などが、生徒たちの自治力によって、宇

ノ気中学校の「本物の伝統」として築かれていくことを強く願っています。 

保護者の皆様には、今後とも本校の学校運営にご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、お子様

の健康面や学習面などで気になることや相談したいことがございましたら、遠慮なくご連絡ください。 
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■■■ 絶対に諦めない強い心 ■■■  第２回夢プロジェクト 遊学館高校バトントワリング部 10/21 
 
内灘中学校に勤務していた２０１７年、それまでに何度か 

日本一に輝いていた遊学館高校バトントワリング部をお呼び 

し、全国高校 No.1 を目指す演技を披露していただいた。 

当時、内灘中の１年生だった生徒が、名門校のキャプテン 

としてチームを率い、先月、本校の「夢プロジェクト」で大 

きく成長した姿を見せてくれた。もの凄い「縁」である。 

 彼女は、バトンで日本一になるという夢を抱いて遊学館高 

校に進学し、絶対に諦めない強い心を持って日々の厳しい練 

習に取り組んでいると聞いた。この冬の全国大会で日本一の 

王座に輝き、夢を叶えてくれることを願っている。 

＜整然とした２年１組の下足入れ＞ 

めざせ！ 全国高校日本一 



○１１月の学習目標 

「目標を持ち計画的に学習を進めよう」 
「勉強の仕方が分かりません」、「勉強しても成績が上

がりません」と思っていませんか？実は学習時間（量）と学

習成果（点数）は比例の関係ではありません。右の図のよう

な結果になります。これは「学習曲線」といい、成果を出す

ためには継続した努力が必要だということを表していま

す。点数が上がらないと言っている生徒のほとんどが、学

習曲線のＢＰに達する前にあきらめていることが多いで

す。そもそも、知識や技能は身につくまでに時間がかかり

ます。これは、エビングハウスの忘却曲線で確認できます。

だからこそ、学習の計画をしっかり立てて、継続的な学習

が大切です。 

小テストの機会や定期テストの機会をうまく利用して

計画的に学習していきましょう。 

○１１月の生活目標 

「より良い生活について考え、身の回りを改善しよう。」 

いよいよ２学期も後半になります。明日の学校祭を終え、３年生は受験モードに切り替えましょう。２

年生は、宇中の「柱」として、授業や部活動など様々な場面でより一層頑張っていきましょう。１年生も

授業や部活動などに積極的に取り組んでいきましょう。そして、全学年で意識していきたいことは「時を

守る」です。余裕登校、ベル学、部活動開始時間、完全下校時間をしっかり守り、充実した生活にしてい

きましょう。 

 《交通安全に心がけましょう》 

・自転車の乗り方について、冬季は暗くなる時間も早いです。車道は、左側通行をすること、歩道

は徐行すること、横隊で走行しないこと等、しっかりとルールを守りましょう。 

  《冬期間のルールについて》  

  ・部活動時間が短くなります。11 月～2 月末の期間は 18:00 完全下校になります。 

  ・自転車通学者について、荒天（降雪や暴風雨）等のやむを得ない場合は、保護者の送迎を認めてい

ます。ただし、学校敷地内への車の乗り入れはご遠慮いただき、乗降場所はコスモ裏駐車場と市役

所駐車場をご利用ください。 

○温かな集団作りに向けて（11 月） 

「授業中の発言をみんなが温かく受け取ること」 

後期から「温かな集団作り」をさらに推進して

いくため取組をしています。先日行った学習生活

アンケートでは、「困っている人がいたら、サポ

ートしていますか？」で肯定的な回答をした生徒

は 95.1％でした。全員が困っている人がいた時に

サポートできるようになるといいですね。また、

困っていなくてもサポートが必要だと感じたら

積極的に行動できる生徒になってほしいですね。 

また、温かな集団作りに向けた行動として「友

達が間違えたりしたときに、非難しない」や「失

敗してしまった時に励ます」などが大事だと書いている生徒もいました。宇ノ気中学校では「自分の

考えを積極的に表現する生徒の育成」に取り組んでいます。そのためにも、全員が躊躇することなく

発言ができる雰囲気を教員、生徒が一緒になって作ってきましょう。 

一方で、発言の中で他人を一方的に非難するようなことを言った場合には先生方は毅然と注意をし

ていきます。みんなで温かな雰囲気の宇ノ気中学校を作っていきましょう。 

学習曲線 

理想の学力 ＢＰ 


